
なまえ ひづけ がつ にち

1 野さいが とどく までの じゅんに、記号を ならべよう。

ア

しゅうかくする

イ

畑の 土を たがや
す

ウ

水や ひりょうを
やって 育てる

エ

店に 出荷する

オ

たねを まく・な
えを 植える

→ → → →

2 正しい ものに ○、まちがって いる ものに × を 書こう。

1 農家の 人は、野さいが よく 育つ ように 世話を する。

2 とれた 野さいは、市場や 店を 通って 家に とどく。

3 野さいは、たねを まいた 次の 日に しゅうかくできる。

できたら
はなまる ちいきと くらし ・ つぎは 「工場の しごと」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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しょうがく3ねんせい ・ しゃかい ・ sh3-16

野さいを 作る しごと
やさしい ★☆☆ ・ 野さいを 作る しごと

町
ちいきと くらし

畑から
店まで


